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2022年度 傾斜的研究費（全学分） 

社会連携支援（都連携研究支援・A型・B型） 研究報告書 

 

【研究費区分】：社会連携支援（都連携研究支援） 

【研究代表者所属】：都市環境科学研究科地理環境学域 

【研究代表者氏名】：高橋 日出男 

【研究代表者氏名フリガナ】：タカハシ ヒデオ 

【研究代表者職】：教授 

 

【研究分担者（所属,氏名,職）】 

・都市環境科学研究科，瀬戸 芳一，特任研究員 

・（公財）東京都環境公社東京都環境科学研究所，常松 展充，主任研究員 

 

【研究課題名】：夏季夜間の暑熱緩和に向けた局地風系の研究 

 

【研究実績の概要】 

・夏季夜間に関東地方内陸からの陸風／山風（以下，内陸風という）が東京湾岸まで到達する場合（到

達日）と到達しない場合（非到達日）について 18年間の多数事例で検討した結果，到達日には関東地方

西部から原田渦が南東進し，一方非到達日には関東平野北部が夜半まで高温で内陸風が不明瞭であると

ともに，原田渦が東進して内陸風が拡大せず，関東南部では南西寄りの海風が終夜持続していた。両日

ともに東京都心域を中心とする高温域（都市ヒートアイランド）が現れるが，非到達日には卓越する南

西風に対応して東京都心域の風下側（北東側）に高温域が相対的に拡大していた。夜間における内陸風

の非到達は都心北東側の高温に対応するが，それには原田渦の挙動にも関連する関東平野内陸部の高温

や関東平野南部に卓越する南西風が関わっていると考えられる。 

・東京消防庁提供の 2010～2018年（9年間）の 7，8月における熱中症救急搬送者数データを用いて，

都区部の住宅で発生した区ごとの搬送者数に占める時刻別の搬送者数割合の特徴を解析した。その結果，

午前中には北部の板橋区から墨田区にかけて，午後には西部の練馬区から大田区にかけて，夜間には都

心部や東部の葛飾区，江戸川区などを中心に搬送者数が多い傾向にあり，時間帯による地域的な差異が

みられた。気温や湿度などの気象条件の日変化と関連している可能性があり，今後も詳細な気温や暑さ

指数（WBGT）の分布との関係を検討する必要がある。 

 

【研究成果の都民への還元あるいは東京都への政策提言】 

・令和４年度めぐろシティカレッジ講師 講座：地球を知る その①，第 5回：「異常気象」再考 

・東京都立南多摩中等教育学校 専門的指導のための助言者 

・東京都環境局大気環境に関するモニタリング検討会委員 

・公益社団法人東京都中小企業振興公社 令和４年度「先進的防災技術実用化支援事業」書類審査員 
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【東京都以外への社会への提言や活動の実績】 

・埼玉県環境科学国際センター 令和 4年度国民参加による気候変動情報収集・分析委託業務における専

門委員会委員 

・司法試験予備試験考査委員 

・公益社団法人 日本地理学会都市気候環境研究グループ代表 

・公益社団法人 日本地理学会 E-journal GEO編集専門委員会 委員 

・公益社団法人 日本地理学会 吉野賞受賞候補者選考委員会 委員 

・公益社団法人 日本地理学会 吉野正敏研究助成審査委員会 委員 

・公益社団法人 東京地学協会 アドバイザー 

・東北地理学会 編集委員会 委員 

・気候影響・利用研究会 幹事 

 

【外部資金への応募状況】 

◎瀬戸芳一 

・日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（C）関東平野の局地風系変化と沿岸域の海水温変動が夏

季気温と強雨に及ぼす影響の解明．（採択，2023～2026年度） 

 

【科学研究費助成事業や国等の提案公募型研究費，企業からの受託研究費・共同研究費の獲得状況】 

◎高橋日出男 

・日本学術振興会科学研究費補助金 基盤研究（B）「東京首都圏における気温分布と局地風系場の構造

および変動性に関する研究」（継続，2022～2025年度） 

・東京都立大学・東日本旅客鉄道株式会社 JR東日本研究開発センター共同研究「台風時における気象

庁数値予報モデルの予測性の評価に関する研究」 

・東京都立大学・東京都環境科学研究所共同研究「東京における温暖化とゲリラ豪雨等局地的極端現象

の実態解明に関する研究」 

・東京都立大学・埼玉県環境科学国際センター共同研究「埼玉県内の詳細な気温分布に関する研究」 

◎瀬戸芳一 

・日本学術振興会科学研究費補助金 若手研究「近年の気圧配置型変化が関東平野の局地風系と気温分

布に及ぼす影響の解明」（2019～2021年度（2023年度まで延長）） 


